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■２面 ニュース／原発処理水、
放出中止を求める ■３面 読者
／まんが／短歌 ■４・５面
「異次元少子化対策」の異常さ／
ホットライン／ジェンダー ■６
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歴史 ■７面 北海道本部 文科
省に緊急要請／主張／学ぶ

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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「原発汚染水（ＡＬＰＳ処理水）の海洋放出今すぐ止

めろ」と、31日、首相官邸前行動（原発をなくす全国

連絡会、ふくしま復興共同センター主催）が行われ、

福島県からも参加、新婦人福島県本部の代表が「県内

各地で抗議の声をあげている」と発言、即時中止を訴

えた。その後署名を提出。（関連記事２面）。

▶いくつになって

も社会とかかわりたい

左が神山さん、右が古堅さん うれしい時も、困った時も、地域や全国
に仲間がいるって心強い―。女性の生きづ
らさ、あまりにおかしい政治に声をあげる
新婦人。会員募集中です。あなたも入会し
てご一緒しませんか。

▲オンラインで娘といっしょに。
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